















































































































　  （神戸）大会について 
 ・ 主催：（公社）日本女子体育連盟／神戸市教育
　　   委員会
 ・ 開催期日：平成21年8月4日（火）・5日（水）・6日（木）




























































































































































1  話し合い悩んだなぁ　2  夜中までの話し合い疲れた
3  夜の話し合い答えはすごく簡単なような気がする
4  夜の話し合い、寝たかった 5  ちょっと不安
6  昼の話し合いも夜の話し合いも煮詰まった
7  頑張るぞ、筋肉痛の恐怖 8  疲れた
















1  話し合いで爆走爆発　　2  理解に苦しむ　
3  Yに怒られる　　4  ドカーン自分の弱さに気づく
5  違和感を持つキライ？ スキ？ 
6  いろいろあったけど皆で一致団結してやりたいです
7  いざこざ　　 8  頭が混乱　


























2  虫を見て創作早くしたい　3  本物の虫に刺激を受ける



























1  うきうき楽しむぞ！ 2  新幹線楽しい出発
3  久しぶりの神戸の熱さにテンションあがる
4  予選が一番楽しくできた 5  予選大失敗
6  上級生にメッセージいただく
7  Tさんに怒られて・・泣く 8  絆が深まる
9  緊張58％ しあわせ42％
10  予選はやっぱり緊張した 11  賞とるぞ！
12  Tシャツありがとう 13  全ての人に感謝
Ⅳ　考察
1．活動における課題
前項で活動の全体が明らかになったことを踏まえ、
本活動における問題点や課題について考察する。
（1） 4年の状況を踏まえる
本活動において改善されなければならない活動期
は、中期（第2期/第3期）であると考える。ここでは
長い期間、気分の低位停滞がみられる。先に、作
品創作活動における気分低位を指摘したが、それが
この活動中期にあたる。ここでの活動が、生き生きと
活発に行われ、創作過程が充実することが、本活動
の基本でもあると考える。またそれが、作品の成果に
もつながるものと思われ、ここでの活動の内容を重要
視したいと考える。
この期における気分のレベル低位の詳細をみると、
4年が低位を占めていることが分かる。　
また、第3期6月の「作品の流れが決まる」におい
ては、4年（1人）が気分上位を突出した形でみせて
いるが、これは他の活動者との気分の乖離とみること
ができる。
ここでは、本活動のリード役である4年が、活動
の進捗を慮って気分のレベルを低下させていること
が推察される。一方で、4年の気分レベルの所在
が、活動全体に影響を及ぼすことも自明のことであり、
この期における4年の低位停滞の理由を探ることが、
原因究明につながると考える。
また第3期6月の「作品の流れが決まる」における、
4年（1人）と他学年の気分のひらきは、ここにおいて
作品決定の合意が得られなかったことを表している。
作品創作の重要な決定をする時期にこのような状態
では、全体をまとめることは困難であると考える。次の
時点（「音響、構成、衣装、照明の決定」）での気
分降下がそれを表している。
以上のようなことから、同じような観点で、本活動
全体をみることも必要であると考える。各時点での4年
の様態や心境を知ることと、合わせて4年と他学年の
関係をみていくことが、気分低位や課題解明の手が
かりを得ることになると考える。
（2） 気分レベル低域の探求
長期グループ活動において、顕著な気分低位の
状況は避けるべきであると考える。本活動における該
当時期は、「合宿」（第2期/5月初旬）と「メンバー内
でもめ事が発生」（第4期/7月中旬）であった。ここで
の後者（「メンバー内でもめ事が発生」）は一時的な
低位であり、次の段階で気分の上昇をみていることか
ら、問題視する事柄ではないと考える。　
しかし、前者（「合宿」）については、合宿時の気
分低位がその後の創作活動にまで波及していることか
ら、本活動の問題点としてみる必要があると考える。
合宿における気分低位の理由は、話し合いの混迷と、
それによる活動の停滞が心身の疲労につながったも
のである。本活動における合宿については、なぜ話
し合いの混迷が活動の停滞に連動したのか、原因
を明らかにする必要があると考える。
資料6　「ヤン・ファーブル作品鑑賞」の記入語句
資料7　「大会出発から現地の活動」の記入語句
奥野　知加　　木原　寛子
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第49号　2014 73
（3） 気分レベル高域の継続的展開について
本活動における気分レベルの高位時期は3回あっ
た。「昆虫館へ行く」（第2期/4月初旬）、「ヤン･ファー
ブル作品鑑賞」（第3期/6月下洵）及び、「大会出
発から大会終了」（第4期/8月初旬）である。
これら3回の高位時の活動は、通常の活動場所（体
育館）を離れた、外部（学外）での活動であることが
判明している。また活動における気分上昇の観点は、
題材や作品発表に関わる、発見や驚きの感受であっ
たことも確認している。
今回のような長期活動における活動場所の移動・
変化は、それ自体が活動者の気分転換や気分一新
につながると考えられ、更にその活動に驚きや発見
が伴うことで、上昇気分が生成されたものと考える。
ここにおける課題は、活動場所の移動・変化によっ
て得られた成果を、次段階に繋げていくことにあると
考える。今回の活動にはその成果はみられなかなかっ
た。長期活動における、活動場所の移動・変化につ
いては、活動過程における適切な配置と内容の見極
めが重要な観点となると考える。
そのほか、最後の気分レベル高位期は、「大会出
発から大会終了」（第4期/8月初旬）であった。ここ
では、気分レベルの観点に関連しない状況が資料7
に見られる（「Ｔさんに怒られて・泣く」、「予選大失敗」、
「緊張58％ しあわせ42％」）。それにもかかわらず、
活動者全員が気分のレベルの上昇を示し、高域に
達していた。
ここでの活動は、活動者の同一目的に向かう協同
の意識が強化されていたと考えられ、それが気分の
上位維持を支えていたものと考察する。また結果的に
本活動が、当初の活動目的を達成したことも、気分
上昇に影響していると考える。
　
Ⅴ　結論
長期的なダンス作品創作のグループ活動におい
て、振り返り調査（リフレクティブ・リサーチ）の結果、
活動者が捉えた本活動を、以下のようにまとめること
ができた。
1. 活動者の気分のレベルで捉えた本活動は、
活動内容から、第1期から第4期に区分でき
た。
全体の流れは、活動当初は気分のレベル
が分散的でまちまちであったものが、題材の
探求時（「昆虫館へ行く」4月初旬）には全員
が集中的に高位を示した。しかし、その後の
創作活動や動きの探求において、気分レベ
ルは下降し、合宿（5月初旬）では低位を示し
ていた。合宿後は、マイナス域での停滞が
長い（5月下旬から6月下旬）が、作品鑑賞（「ヤ
ン･ファーブルの作品鑑賞」6月下旬）におい
て、気分レベルが上昇していた。その後の
活動では、「メンバー内でもめ事が発生」（第
4期7月中旬）で、集中的に全員の気分が下
降するも、次段階の活動で（「作品完成発表」）
で急上昇し、続いての大会出発と現地での活
動（第4期/8月初旬）では、日毎に気分レベ
ルが上昇し、最終日は全員高位を示していた。
以上が活動者の気分のレベルにみる、活
動全体の様態である。また全体の流れの中
に、2度の気分レベル低域と、3度の高域が
集中的にみられた。
2. 活動中期に長い気分の低位停滞がみられる。
この期における低位停滞の原因を知るにあた
り、4年の状態の詳細をみることと、4年と他
学年の関係を明らかにしていく必要があると
考察した。
3. 2度の気分レベル低位のうち合宿活動につい
ては、その状況から本活動における今後の課
題であると捉えた。合宿における気分低位の
理由は、話し合いの混迷と、それによる活動
の停滞が心身の疲労につながったものであ
る。なぜ話し合いの混迷が活動の停滞に連
動したのか、原因を明らかにする必要がある
と考察した。
4. 本活動における3回の高位時の活動は、全て
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外部（学外）での活動であった。気分上昇の
理由は、活動場所の移動・変化に伴う、活
動者の気分一新によるもの、及び当地での発
見や驚きの感受にあった。長期活動における
活動場所移動・変化に関する問題は、その
状況を次段階へ繋げることが要点であり、そ
のために適切な配置と内容の見極めが重要
であると考察した。
Ⅵ　まとめと今後の課題
今回の調査研究は、活動者が体験した長期活動
を、活動者の視点から明らかにし、それを検討・考
察することで、今後の活動の指導指針を得ようとする
ものである。
この観点から、本調査によって本活動の全体が把
握できたこと、及び活動者の気分の高位及び低位の
状況や理由が明らかになったことは、指導者にとって
貴重な指導資料を得たと考えている。
また本研究調査から、今回の活動における課題も
明らかになった。今回に限っての課題であるのか否
かは、更なる継続研究を待たなければならないが、
今回の結果と考察を踏まえることは、今後の活動にお
いて重要であると考える。課題は以下である。
活動中期の作品創作活動における、4年の状態の
詳細を知ること、及び他学年と4年の関係を明らかに
する。
また話し合いの混迷が、なぜ活動の停滞に連動す
るのかについて、特に合宿活動における場合につい
て、原因を明らかにする。
最後に、長期活動における活動場所移動・変化
に関する問題は、その状況を次段階へ繋げることが
要点で、適切な配置と内容の見極めが重要である。
この観点で本活動を顧みることである。
本研究は、この調査自体が本活動における省察で
あると考える。従って、今研究の結果及び考察を活
動学生と共有し、本活動における上記課題の解決に
向かって活動者とともに更なる検討を重ねていきたい
と考える。
また、今回の調査事例は、結果が目的達成（活動
者が言う）を果たした事例であった。今後、目的を
達成できなかった事例を含む、多くの事例の調査研
究を継続して行いたいと考えている。
注
1 省察（refrection）「振り返り」と同義、「反省」と
「内背」とは峻別。ドナルド・A・ショーン（2007）
柳沢昌一ほか訳『省察的実践とは何か』鳳書房
ⅴはじめに抜粋
また、デューイ（J. Dewey）は省察的思考を経
験の中で生じる問題解決のための探究を誘う思
考であるとして位置づけている（Dewey 1993）。
佐伯胖（監修）2010『「学び」の認知科学事典』
大修館書店p. 259抜粋
2 NPO日本アンリ･ファーブル会　ファーブル昆
虫館「虫の詩人の館」
3 ヤン・ファーブル（Jan Fabre、1958年）ベルギー・
アントワープ出身、芸術家・演出家・振付家
奥野　知加　　木原　寛子
（左）資料1　「活動推移図」作成の様子
（上）資料2　「活動推移図」　縦40㎝/横200㎝（2枚）、縦40㎝/横150㎝（1枚）
